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　このような機会をいただきました窪木拓男理事長，池邉一典編集委員長に心より感謝申し上げます．本年 3
月にて大学を定年退職したことから，40 年間歯科補綴学の教育，研究，臨床に携わり，また十数年間本学会の
会務に従事した経験をもとに，補綴歯科学会に期待されることについて述べさせていただきたいと存じます．
　近年，栄養（食・口腔機能）は高齢者におけるフレイルの予防と進行の抑制に寄与する 1），機能歯数が生命予
後に関係する2），さらに臼歯部の咬合接触の喪失は高齢者のアルツハイマー型認知症の進行に関係する3）のなど
の報告がなされており，補綴歯科のアウトカムである「健康・長寿や QOL の保持・向上」が，まさに国民から
本学会に期待されていることではないかと思います．
　国民の健康福祉への貢献を具現する方法の一つとして，昨年 5 月に補綴歯科専門医制度が認定され，1992 年
に本学会が認定医制度を発足して以来，長年の悲願であった広告開示が可能となりました．歯科専門医機構は，
専門医を「それぞれの専門領域において適切な研修教育を受け，十分な知識と経験を備え，患者から信頼される
専門医療を提供できる歯科医師」4）としており，本学会では，「日本補綴（ほてつ）歯科学会の専門医制度は，補
綴歯科の専門的知識と技術，経験を持つ歯科医師により，この分野で高い水準の歯科医療を行って，保健福祉に
貢献することを目的としています」と HP に記載しています．新制度においては，申請ならびに更新時にこれま
での制度に比較して多くの臨床例，特にいわゆる難症例の提示が必要とされていることから，新制度では，より
高い水準の診療能力が担保されるものと思われます．しかしながら，これまでも制度構築の際に議論されてき
ましたが，「補綴」の用語の国民への周知はいまだ十分とは言い難いものがあります．本学会では，以前より市
民フォーラムを実施し，令和 3 年には補綴の日（4 月 12 日），令和 5 年にはマスコットキャラクターを制定し，
用語としての「補綴」の周知を図ってきました．専門医制度の制定自体が，補綴歯科の国民への周知に寄与する
ことも期待されますが，今後もより一層の努力が必要と思われます．さらに，本制度に関して国民から期待され
るのは，高い水準の補綴歯科治療を国民のだれもが受けられることです．本学会 HP には補綴歯科専門医のデー
タベースと MAP が掲載されており，専門医の在籍する診療施設の所在はわかりやすくなりました．しかし，そ
の多くは大都市，特に歯科大学・歯学部のある都市に存在し，残念ながら補綴歯科専門医が不在な県，数名に満
たない県もあり，国民の付託に応えるには，専門医の養成に努め，補綴歯科専門医を増加するとともに大都市へ
の「偏在」から全国への「遍在」が求められています．多くの専門医の養成，すなわち「高い水準の診療」を多
くの歯科医師に可能とするには，AI を含めた DX が有効であることには言をまたないと思います．AI には，デー
タベースの構築によるビッグデータの集積が必要であり，本学会の特命委員会は，データベースを担当し，補綴
歯科臨床データベースの構築と運用を進めており，今後が期待されます．
　8020 達成者，すなわち 80 歳で 20 本の歯を有する者の割合は年々増加し，最新の令和 4 年の歯科疾患実態
調査5）からは，51.6％と推計されています．その一方で同調査では，1 人平均現在歯数は，65 ～ 69 歳を境に急
に減少すること，補綴装置を装着している者の割合は 70 ～ 74 歳を境に急に増加していること，さらには機能
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面においてもかめないものがある者の割合も 70 ～ 74 歳で増加することが報告されています．今後も高齢者数
ならびに全人口に対する高齢者の割合が増加し，難易度の高い症例も増加することから，補綴歯科治療の重要性
は高まり，国民からは高い水準の治療が求められることが予想されます． 
　これまで十数年にわたり理事，評議員，代議員として本学会の会務に携わってきました．特に，コロナ禍とも
重なった総務担当の時期には，皆様から多大なご支援，ご協力をいただきました．この場をお借りし，あらため
て深く感謝申し上げます．今後の日本補綴歯科学会のますますの発展を祈念いたします．
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